
04  春号

桜
（
さ
く
ら
）

桜
と
言
え
ば
、
日
本
を
代
表
す
る
花
と
し
て
、
一
番
親
し
ま

れ
て
い
る
花
木
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

栄
区
に
あ
る
桜
と
し
て
は
、
山
に
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
オ
オ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
が
あ
り
ま
す
。
山
を
見
上
げ
て
、

赤
い
葉
が
出
て
全
体
が
ピ
ン
ク
に
見
え
る
サ
ク
ラ
が
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
で
す
。
花
び
ら
の
色
が
幾
分
濃
い
ピ
ン
ク
色
を
し
て
い
る
の

が
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
、
別
名
ベ
ニ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
全
体
が
白
色
に
見
え
る
の
は
、
オ
オ
シ
マ
ザ

ク
ラ
で
、
そ
ば
に
近
づ
く
と
い
い
香
り
が
し
ま
す
。
こ
の
葉
を

塩
漬
け
に
し
た
も
の
が
桜
餅
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
沿
い
に
あ
る
桜
は
人
の
手
に
よ
り
植
え
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
の
大
部
分
が
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
す
。
そ
の
他
に
は
、
早
春

に
咲
く
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
、
オ
カ
メ
ザ
ク
ラ
、
横
浜
緋
桜
、
年

に
二
回
咲
く
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
、
黄
色
の
花
弁
を
持
つ
ウ
コ

ン
ザ
ク
ラ
等
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
は
、
い
た
ち

川
の
警
察
学
校
正
門
前
に
二
本
あ
り
、
二
回
咲
く
と
言
う
よ
り

は
、
十
月
頃
か
ら
咲
き
出
し
て
翌
年
の
四
月
ま
で
咲
い
て
い
ま

す
。
横
浜
緋
桜
は
、
区
役
所
裏
の
〝
子
い
た
ち
橋
〞
際
に
一
本

あ
り
ま
す
。
名
前
の
と
お
り
横
浜
で
生
ま
れ
た
桜
で
、
花
び
ら

は
他
の
桜
よ
り
濃
い
ピ
ン
ク
色
を
し
て
い
ま
す
。
黄
色
の
ウ
コ

ン
ザ
ク
ラ
は
洗
井
沢
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
二
本
あ
り
、
開
花
は

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
が
散
っ
た
後
で
、
四
月
中
旬
あ
た
り
が
見

頃
で
す
。

　

前
号
で
紹
介
し
た
荘
川
桜
は
、
右
支
川
の
本
郷
石
橋
下
流
の

水
辺
広
場
に
四
本
あ
り
、
二
〜
三
年
後
に
は
見
事
な
花
が
咲
き

誇
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

 
                         

水
・
人
・
子
（
ミ
ジ
ン
コ)  

［ 版画　宗森英夫 ］

通刊 25号

［ 本郷石橋下流の水辺広場 ］ 

鼬川・　川 / 川原番・瓦版
  ３月下旬に、本郷小学校上流から尾月橋までのいたち川沿
い約1kmの区間において、照明灯が35箇所設置されました。
この照明灯はソーラー電池を用いており、電球には白色発
光ダイオードが 180 個も使われています。消費電力は１０
W/h ととても小さいですが、町の中にある防犯灯と同じく
らい明るいという省エネ照明です。また、光の波長の関係か
ら虫なども集まりにくく、光も拡散しにくいため、生き物へ
の影響も少ないそうです。点灯時間は日没から８時間で、最
後の２時間は半分の明るさとなります。夕方以降のいたち川
沿いの散策や、ジョギングなどがしやすくなりますね。
　

   ◆ アンケートにご協力ください ◆
　今後もよりよい紙面を提供していくために
「いたちかわらばんアンケート」を実施すること
にしました。
　右のはがき部分を切り取り、各項目にご記入
の上ポストにご投函ください。（切手は不要です）
また、栄区役所４階、区政推進課企画調整係と
海里橋公園内に、アンケート回収箱を設置しま
すので、こちらもぜひご利用下さい。締切りは
５月３１日（月）です。なお、企画調整係にア
ンケートをお持ちいただいた方、先着 30名様
には、かわいいイラスト入りタオルをプレゼン
トします！　みなさまのご協力お願いします。
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取
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この部分を

切り取って

ファイルす

ると便利

です。

いたち川の散策路にソーラー照明灯が設置されました

栄区役所区政推進課
企画調整係 行
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2   4　7  -  8　7　9　0

1. 5年未満　2. 5～10年未満　3. 10年～20年未満

4. 20年以上                    　　　（裏面へ）　　　　　　

切
り
と
り
線

あなたについて教えてください。

●年代
1. 小学生　2. 中学生　3. 高校生　4. 大学生

5. その他 10代　6. 20代　7. 30代　8. 40代

9. 50代　10. 60代　11. 70代～

●性別

●現住所での居住年数

1. 男性　　2. 女性

●ご住所 1. 栄区　　　   町　　2. 区外(　　  　)区　



　　

根
を
土
中
深
く
、
広
く
張
っ
て
流
水
に
耐
え

る
こ
と
が
で
き
る
樹
木
と
し
て
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
な
ど

の
ヤ
ナ
ギ
類
が
あ
り
ま
す
。
長
い
寒
い
冬
が
よ
う

や
く
終
わ
る
こ
と
を
告
げ
る
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
綿
の

よ
う
な
小
さ
な
花
は
、
と
て
も
愛
ら
し
い
も
の
で

す
。
い
た
ち
川
で
は
桂
橋
の
下
流
や
稲
荷
森
の
水

辺
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

樹
高
が
高
く
、
新
緑
が
美
し
い
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ

は
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
柳
で
、「
銀
座
の
柳
」
で

歌
に
も
出
て
く
る
よ
う
に
街
路
樹
と
し
て
も
、
よ

く
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
た
ち
川
で
も
、橋
際
、

警
察
学
校
前
、
区
役
所
裏
、
稲
荷
森
の
水
辺
な
ど

あ
ち
こ
ち
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
た
ち
川
で
は
、
そ
の
他
イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
や

カ
ワ
ヤ
ナ
ギ
も
稲
荷
森
の
水
辺
な
ど
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

         

（
い
も
り
）

川
辺
で
目
立
つ
ヤ
ナ
ギ

い
た
ち
川
で
見
ら
れ
る
植
物

4

　キャリアコミュニケータープログラム ２００３

      in   横浜  が開催されました

　去る 2月 21日（土）に、地球市民かながわプラザにて、キャリアコ
ミュニケータープログラム ２００３ in 横浜が開催されました。このイ
ベントは、ＮＰＯ法人キャリア・ワールド主催により、全国各地のキャ
リアコミュニケーター※が中心となって活動報告や研究発表等を行うも
ので、横浜では、いたち川ＯＴＡＳＵＫＥ隊が後援し、環境に関する講
演や子ども達の総合学習報告が行われました。

※キャリアコミュニケーター：実務経験や体験、技能、知識など、企業や地域の中

で培った自らのキャリアをもとに、職業や各社会テーマについてわかりやすく伝え

るスキルを持った社会人講師の資格名称で、現在、全国で約３００名のキャリアコ

ミュニケーターが、学校や地域で活動を行っています。

第 1部ではまず、「実社会と教育」をテーマとして「野外に飛び出せ」
の基調報告が行われました。環境問題を取り上げ、学校の総合学習の基
本となる課題として、植物の不思議さや魚の生息領域の疑問など、例を

挙げての説明が行われました。また、栄区の環境学習のフィールドにな
っている “いたち川” の環境復元の経過や仕掛けなどについて紹介され
ました。いたち川の草刈りが、鳥や虫の卵を守るために場所によって時
期をずらして行われていたり、川の中の石が、魚達の生態に配慮されて
一つ一つ配置されている等、身近な存在であるいたち川に対して様々な
自然環境保護の取組みがなされているとの話に、来場者も興味深く耳を
傾けていました。
次に、東京ガス㈱から “企業の学校支援活動” の報告が行われ、多く

の企業がこの様な活動を行っている事を知る良い機会となりました。ま
た、自転車を使った発電実験が行われ、来場者の中から選ばれた小学生
が挑戦しました。２人の元気な男の子は一生懸命チャレンジしましたが、
なかなかうまく発電できず、普段何気なく使っているＣＤラジカセやラ
イトなどを使うには非常に大きなパワーが必要なことがわかり、会場か
らも驚きの声があがりました。

第 2部では、子供達の 1年間の総合学習の報告が行われました。
西柴小学校の“命いっぱい”では、ダムに沈む運命にあった桜を移植し、

二世の木を全国に配布するという荘川桜に関する報告と、金沢の海にア
マモを復元する活動の報告が行われました。（荘川桜については、前号
のいたちかわらばんでも取り上げました。）
本郷小学校からは、米作りをかわいい紙芝居にまとめた発表が行われ、

お米の大切さや、作ることの難しさ等をあらためて知ることが出来まし
た。また、“実践しようG30” では地域のゴミの分別を研究し、鍛冶ヶ
谷地区では３０%以上の減量に成功しているという報告がありました。
笠間小学校の “ひみつを探れいたち川” の発表では、川の構造の研究

や川の生物を顕微鏡で撮影した写真が紹介され、“カワダニ” の神秘的
な色には驚嘆の声があがりました。また、子ども達による水質調査結果
の報告や、日常的に地元の方々によって川の掃除が行われているとの報
告は、多くの来場者に共感を与えました。

また、地元を代表して角田宏子さんから、いたち川の思い出などの話
があり、最後は「いたちかわらばん」 宗森編集長によりいたち川に対す
る熱い想いが語られ、閉会となりました。
熱心な報告が続き、終了時間が予定より３０分延長してしまいました

が、約２４０名の参加者から最後まで熱心な声援が送られました。
また、アンケートでも９０%以上の方から “良かった” という意見が

寄せられました。寄せられた意見の一部をご紹介します。
・ 身近ないたち川をテーマにして、小学生があれだけの発表が出来た

ことを素晴らしいと思いました。　また、発表できる機会に恵まれ
たことを良かったと思います。

・ 色々な発表を聞き “知らない事ばかり” に気付きました。とても勉
強になり感動しました。自然と人が共に幸せに生きて行くための真
剣な取り組みを嬉しく思い、自分に出来ることを考え実践したいと
思います。

・ いたち川が自然環境に配慮されて整備されていることが良く分かり
ました、とても興味深く話しを聞くことが出来ました。

（1）「いたちかわらばん」をご存じでしたか？

1. 知っていた（以下の質問にお答えください）
2. 知らなかった

1. ほぼ毎号　2. 10号くらい　3. 数号　4. 初めて

1. 魚類　　2 .植物類　　3. 鳥類　　4. 川・水源　　
5. 昔の話　　6. 小学校の活動報告　7. 水辺愛護会
の活動報告　　8. その他（　　　　　　　　　　）

(                                        )

（２）どのような内容の記事を読みたいと思いますか？
　　　（○は三つまで）　
1 .魚類　2. 植物類　3. 鳥類　4. 川・水源　5. 昔の話
6. 小学校の活動報告　 7. 水辺愛護会の活動報告
8. その他（　　　　　　　　　　　  　　　　）

（３）その他、ご意見があればご記入下さい。

～ご協力、ありがとうございました～
　　いたち川OTSUKE隊


